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試験項目 基準番号 砂質ローム スクリーニングス 粒調砕石（M－40）
土粒子密度ρ∫（Mg／m3） JIS　A　1202－19902，790 2，641 2，664
最大粒径D砿（mm） 2 4．75 53
細粒分含有率Fc偶） JIS　A　1204－199038．4 18．6 6．4
均等係数Uc 59．5 66．0 46．1
最大乾燥密度ρ伽（Mg／m3） 2，087 2，182 2284
最適含水比w卯，（％）
JIS　A　1210－1990












































計測項目 計測方法 測点数 備考
振動ローラ加速度 加速度計 全面 転圧中連続計測
密度 表面型Rl 6 転圧Ol2．4，8．12，16回後
深さ方向密度 2孔式Rl 1 〃
変形係数 動的平板載荷試験 6 ”
貫入抵抗 動的コーン貫入試験 3 〃






































































































































































































































































































































































































































































































機械諸元 SV160D SV510D TW500W
総1量　　　　M 17，400　（kg）10，500　（kg）3，240　（kg）
フレーム質量 m1 4，100　（kg） 1，800　（kg） 800　（kg）
ロール質量 ”12 5，800　（kg） 3，800　（kg） 1，200　（kg）
起振力 F（Low） 206（kN） 167　（kN） 一　（kN）
F（High） 294（kN） 206（kN） 25　（kN）
公称振動数 1θ（Low） 28．3　（Hz） 40　（Hz） 一　（kg）
∫o（High） 28．3　（Hz） 30　（Hz） 55　（Hz）
防振コ’ムバネ係数 斥∫ 2．Ox　106（N／m）2．OXIO6（N／m）2．0×106（N／m
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フレーム質量 例1（kg） 500 2000 4000
ローラ質量 胡2（kg） 1000 4000 6000














S性減衰係数 ら（Nsec／m）2D，～后 2D、」π 2D，π























































































































































































































































ケース 層厚（cm） 試験材料 含水比 機種 起振力
① High
② SVI60DLow


















































































































材料 密度評価 剛性評価 強度評価
岩 △ ◎ O
礫混じり砂 △ ◎ o
砂 △ ◎ ○












































































































































































































































































































1 なし なし 1，639
2 なし Hanning関数使用 1，217

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































4m 2m 2m　　2m 4m 3m
●：表面型Rl　×：地表面沈下測定
　　　図・6．3．1　粗粒材転圧試験のヤード内計測位置図
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0
※各ダムの粒度は工事報告書からの読取り
現場転圧試験材料
分類名；シルト質磯
自然含水比；6．9％
均等係敗：1051
曲率係数；3．08
　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　’　　＝’一一
　　　　　　　　　，ジ
　　　　　　　ノ八汐
　　　　　ノブ
　　／／
ンノ偏L高瀬
　　ノ，’　　　　　・　　　‘tfi’i・’
’
アブ／頭
クぷ　
ノ
ノ
トノ乃く
O．Ol 0．1　　　　　　　　1　　　　　　　　10
　　　　　　　　　粒径（mm）
　　　図一6．3．2　材料の粒度分布
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6－3－2　転圧試験結果および考察
　図・6．3．3に室内ピット試験，図一6．3．4（a）（b）に現場転圧試験により得られたRI乾燥密度と，
その測定ポイントの直上を通過する際の乱れ率の関係を示す．図・6．3．3，6．3．4（a）をみると
乾燥密度と乱れ率の相関は比較的良好であるが，若干のバラツキを生じている．以下では，
このバラツキが実施工で定量的に許容できる範囲なのかどうかを考える．
　図・6．3．4（a）の現場転圧試験における乱れ率～乾燥密度関係を，各RI計測ポイント別に色
分けすると同図（b）のようになる．これより，各計測ポイント毎に，それぞれ乱れ率～乾燥
密度関係が比較的良好に形成されていることがわかる．すなわち，図・6．3．4（a）の全点プロ
ットでは一見かなりのバラツキがあるように見えるが，これは場所毎に異なる乱れ率～乾
燥密度関係が重なり合ったためと解釈できよう．第3章3－3節にて，土の種類および含
水比の違いが乱れ率～乾燥密度関係に大きく影響することを示した．しかし，本試験面内
では土の種類は同一であり，また自然含水比のバラツキWn＝4．7％～6．3％の幅が振動ロー
ラ加速度応答に及ぼす影響は非常に小さいと考えられる．むしろ，一般に粗粒材料の粒度
分布が撒き出し時に場所によって大きく異なる傾向があることを考えれば，計測ポイント
毎の乱れ率～乾燥密度関係の違いは，各点の粒度分布の違いが影響していると考えるのが
妥当であろう（乱れ率～乾燥密度関係に及ぼす粒度分布の影響については後ほど次節にて
考察する）．
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乱れ率二〇．4×乾燥密度2’4608
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　乾燥密度（Mg／m3）
2．0
図・6．3．3　乱れ率～RI乾燥密度関係（室内ピット試験）
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　　　　　　　（b）計測ポイント別
　　図・6．3．4　乱れ率～RI乾燥密度関係
2．3
　さて，図・6．3．4（b）に示す各計測ポイント毎の乱れ率～乾燥密度関係の良好な形成は，乱
れ率が粒度特性の違いを反映しつつ，試験ヤード内のかなり局所的な締固め傾向の違いま
でを評価し得る指標であることを示唆している．そこで，振動輪加速度は転圧中連続測定
しているため，これをRI計測ポイントにとらわれずに1mピッチで細かくピックアップ
すると，ヤード内の場所毎の締固め特性に応じた乱れ率の分布を取得することができる．
そして，図一6．3．4（a）の全点プロットの乱れ率～乾燥密度関係を近似し，この相関式をヤー
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ド内の材料特性を平均的に代表する乾燥密度の推定式として考えれば，多点の乱れ率から
図一6．3．5のように転圧面の乾燥密度の分布状態をヒストグラムの形で推定することができ
る．
　このヒストグラムの上に，実測の6ポイントのRI乾燥密度を斜線で重ね書きしてみた．
これをみると，加速度による推定乾燥密度は各転圧回数にて最大0．2（Mg／m3）程度の幅のバ
ラツキをもつが，従来のRI法による実測の乾燥密度も，ほぼ同等のバラツキを生じてい
ることがわかる．一般に粗粒材料では，材料自体のバラツキの大きさや撒き出し時の材料
分離の影響によって，この程度の乾燥密度のバラツキが生じることが多い3）．図・6．3．5は，
ローラ加速度応答法による推定および既往のRI法によっても，結果的にほぼ同等にこの
密度のバラツキを評価していることを示している．
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推定ρd平均、1．970（M〆m3）
実測ρd平均、1．923（Wm3）
実測
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推定ρd平均：2．003（Mg／m3）
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推定ρd平均：2．060（Mg／m3）
実測ρd平均：2．041（Mg／m3）
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　　　　乾燥密度（Mg／m3）
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推定ρd平均：2．124（Mg／m3）
実測ρd平均：2．121（Mg／m3）
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　　　　乾燥密度（Mg／m3）
図一6．3．5　ローラ加速度による推定密度とRI密度の分布
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●現場転圧試験
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　　Rlによる平均実測乾燥密度（Mg／m3）
図・6．3．6　ローラ加速度による推定密度とR1実測密度の比較
　図・6．3．6には，室内大型土槽試験に対しても同様な方法で密度推定を行い，加速度から
の推定密度，RI実測密度それぞれの平均，および±σの幅を比較した．図・6．3．6をみると，
推定乾燥密度と実測乾燥密度の分布はほぼ同程度のバラツキをもっており，かつそれぞれ
の平均値どうしを比較すると，最大でも±0．05（Mg／m3）程度の差しか生じていないことが
わかる．
　以上より，粗粒材料では一般に撒き出し時に生じる場所毎のバラツキが大きく，既往の
RI測定手法を用いても相当の密度のバラツキが生じること，またローラ加速度応答法によ
る推定によってもこれとほぼ同等の精度で盛土内の平均的な密度およびそのバラツキを評
価可能であると判断できる．ロックフィルダムのみならず，近年，道路や空港などは山岳
地帯に建設される事例が増えており，これに応じて岩塊材料が多用される傾向にある．現
在，岩塊材料を用いた盛土は工法規定管理が行われているが，今後はこれらの盛土に対し
てもローラ加速度応答法による品質評価が適用できる可能性があると言えよう．
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